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0
2
2
年
度
の
概
算
医
療
費
は

46
・
0
兆
円
で
前
年
度
比
1
・
8

兆
円（
4・0
％
）増
と
高
い
伸
び
と
な
っ

た
が
、そ
の
要
因
を
み
る
と
人
口
減
少

の
影
響
で
前
年
度
比
▲
0
・
4
％
、薬
価

改
定
等
で
▲
0
・
94
％
で
あ
る
の
に
対

し
、高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
医
療
費
の

増
加
率
は
0
・
9
％
で
あ
る
。「
そ
の
他

の
要
因
」に
よ
る
増
加
分
は
、医
療
の
高

度
化
・
高
額
化
に
よ
る
影
響
を
含
め
て

4
・
5
％
で
あ
っ
た
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性

の
観
点
か
ら
、医
療
の
効
率
化
や
合
理

化
は
不
可
欠
で
あ
り
、「
そ
の
他
の
要
因
」

に
よ
る
増
加
の
実
態
に
つ
い
て
精
細
な

調
査
分
析
が
進
め
ら
れ
、医
療
費
の
適

正
化
と
効
率
化
に
資
す
る
施
策
、診
療

報
酬
の
改
定
を
期
待
し
た
い
。

　

近
年
、画
期
的
か
つ
高
額
な
新
薬
の

保
険
収
載
が
続
い
て
い
る
が
、健
保
連

が
公
表
し
た
22
年
度
の
高
額
レ
セ
プ
ト

上
位
の
概
要
を
見
る
と
、1
カ
月
の
医

療
費
が
1
0
0
0
万
円
以
上
の
高
額
医

療
の
件
数
は
、前
年
度
よ
り
2
7
5
件

（
18
％
）増
加
し
て
1
7
9
2
件
と
過
去

最
多
と
な
っ
た
。最
高
額
は
、高
額
な
脊

髄
性
筋
萎
縮
症
治
療
薬（
ゾ
ル
ゲ
ン
ス

マ
）の
使
用
に
よ
る
1
億
7
7
8
0
万

円
で
、こ
の
ほ
か
高
額
な
が
ん
治
療
薬

の
使
用
に
よ
る
件
数
が
多
く
を
占
め
て

い
る
。従
前
、高
額
医
療
費
の
最
上
位
を

続
け
て
き
た
血
友
病
に
つ
い
て
は
、血

液
凝
固
因
子
製
剤
に
代
わ
る
抗
体
医
薬

品
の
新
薬（
ヘ
ム
ラ
イ
ブ
ラ
）の
保
険
適

用
等
に
よ
り
相
対
的
に
医
療
費
が
低
下

し
、こ
こ
数
年
、最
上
位
か
ら
姿
を
消
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
高
額
薬
剤
は
、生
命
の
維
持

や
治
療
の
た
め
に「
単
回
使
用
」さ
れ

る
薬
剤
が
多
い
が
、家
計
の
負
担
能
力

を
超
え
る
高
額
な
医
療
へ
の
給
付
は

医
療
保
険
制
度
の
本
旨
に
沿
う
も
の

で
も
あ
る
。保
険
財
政
へ
の
影
響
の
視

点
に
立
つ
と
、生
活
習
慣
病
な
ど
患
者

数
が
多
く
長
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続

使
用
さ
れ
る
薬
剤
に
つ
い
て
、薬
価
の

設
定
、適
正
使
用
の
確
保
に
特
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
ど
薬
事
承
認
さ
れ
た
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
治
療
薬
レ
ケ

ン
ビ（
一
般
名
・
レ
カ
ネ
マ
ブ
）は
、新
た

な
作
用
機
序
に
着
目
し
た
画
期
性
の

高
い
新
薬
で
高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、米
国
で
の
薬
価
は
患
者
1
人

当
た
り
年
間
3
8
5
万
円
程
度
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。進
行
の
抑
制
を
目
的

に
使
用
さ
れ
る
が
、臨
床
試
験
の
結
果

か
ら
2
週
間
に
一
度
、投
与
し
た
群
は
、

投
与
し
て
い
な
い
群
に
比
べ
、1
年
半

後
の
症
状
悪
化
が
27
％
抑
え
ら
れ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、他
方
で
重
篤
な
副
作

用
の
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

レ
ケ
ン
ビ
の
保
険
適
用
に
当
た
っ
て

は
、適
切
な
薬
価
の
設
定
、適
正
使
用

の
確
保
が
重
大
な
課
題
と
な
る
。投
与

対
象
患
者
は
脳
脊
髄
液
の
採
取
、あ
る

い
は
都
市
部
を
中
心
に
50
台
程
度
あ

る
高
価
な
P
E
T
に
よ
る
検
査
・
診
断

に
基
づ
い
て
選
定
さ
れ
、2
週
間
ご
と

の
点
滴
注
射
に
よ
っ
て
投
与
さ
れ
る
。

　

よ
り
簡
便
で
精
度
の
高
い
診
断
方
法
、

剤
型
の
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

患
者
の
安
全
と
保
険
財
政
の
観
点
か

ら
は
、投
与
対
象
患
者
の
選
定
、長
期

に
わ
た
っ
て
漫
然
と
使
用
が
継
続
さ

れ
な
い
よ
う
効
果
の
認
め
ら
れ
な
い

患
者
へ
の
投
与
停
止
な
ど
適
正
使
用

の
徹
底
が
望
ま
れ
る
。ま
た
、介
護
看

護
人
材
の
充
実
も
含
め
た
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
へ
の
財
源
配
分
と
い
う
広
い
視

点
も
重
要
と
な
る
。
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